
加　入　証
平成20年 12 月 24 日

　　　　　〒 028-0542

　住所　　遠野市早瀬町２－４－１３

　氏名　　共済　太郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東南部農業共済組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組合長理事

　　　　　　泉　　秀　雄　㊞　

（飼養場所　　　　　　　　　　　　　）

地区コード 組合員等
コード 引受年度 区分 共済掛金期間開始 共済掛金期間満了 事故除外

区　　分
死廃限度
適用除外 子牛選択

42 4420 40000000 20 0 平成20年12月2日 平成20年12月1日 限度有 する

共済目的の種類
頭　数

頭

共済価額
千円

共済金額
　　　千円

付保割合
％

死廃共済金
支払限度額

円

病傷共済金
給付限度額

円

肥育用成牛

肥育用子牛

他肉成牛 15 6,250 3,750,000

他肉子牛 5 1,250 750,000

他肉胎児 10 1,330 798,000

合　　　　計 30 8,830 5,298,000 60.0 556,290 323,178

〈例〉

死廃共済金支払限度が適用されている
場合、こちらに記載されている金額が
上限の金額になります。

限度有となっている人が
死廃共済金支払限度が適
用されます。

共
済
事
故
が
多
い
農
家
に
は

　
　
　
　

支
払
い
に
上
限
が
設
定

　

平
成
１
６
年
度
よ
り
、
牛
が
死
亡
し
た
と
き
や
廃
用

に
な
っ
た
と
き
に
支
払
わ
れ
る
共
済
金
に
上
限
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

死
廃
の
共
済
金
は
、
特
定
の
農
家
に
多
く
支
払
わ
れ

る
傾
向
が
あ
り
、
支
払
い
の
少
な
い
農
家
と
の
格
差
を

縮
め
る
た
め
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
適
用
の
基
準
は
、

過
去
３
年
間
に
あ
っ
た
死
廃
の
支
払
共
済
金
の
合
計
を

３
年
間
加
入
し
た
共
済
金
額
（
補
償
金
額
）
の
合
計
で

割
っ
た
金
額
被
害
率
で
、
そ
の
被
害
率
が
県
平
均
を
上

回
っ
た
農
家
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

死
廃
限
度
適
用
農
家
に
は
、
共
済
金
額
に
応
じ
た
支

払
限
度
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
限
度
の
有
無
と
限
度
額

は
加
入
証
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
※
対
象
と
な
る
畜
種
は
、
乳
牛
と
肉
用
牛
の
み
で
す
。

（
馬
と
豚
は
適
用
外
）

※
特
別
な
事
故
（
伝
染
病
、
火
災
等
）
に
は
適
用
さ
れ

ず
、
適
用
の
算
定
に
も
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※
特
例
と
し
て
、
１
頭
目
の
死
廃
事
故
は
限
度
額
を
超

え
た
場
合
で
も
全
額
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
算
定
期
間
の
な
い
新
規
加
入
農
家
に
は
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。

家
畜
共
済
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7　とうなんぶ1月号NO.65

掛
金
率
の
改
定

水
稲
共
済
の
掛
金
率
が
２
１
年

産
か
ら
改
定
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
３
年
に
一
度
改
定
さ
れ
、
今

回
は
２
１
年
か
ら
２
３
年
ま
で
の

３
年
間
の
適
用
と
な
り
ま
す
。
水

稲
共
済
は
個
人
料
率
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
過
去
に
共
済
金
の
支
払

い
を
受
け
て
い
る
組
合
員
ほ
ど
、

掛
金
率
は
高
く
な
り
ま
す
。
な
お
、

平
均
で
は
今
ま
で
と
ほ
ぼ
同
率
と

な
り
ま
す
。

選
択
肢
の
拡
大
検
討
中

現
在
、
制
度
上
規
定
し
て
い
る

選
択
可
能
の
方
式
は
４
方
式
１
２

種
類
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本

組
合
で
は
総
代
会
議
決
に
よ
り
図

の
４
方
式
４
種
類
の
み
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。
今
回
組
合
で
は
、

全
相
殺
の
８
割
補
償
等
を
追
加
し

た
８
種
類
を
規
定
す
る
予
定
で

す
。
組
合
員
の
意
見
等
を
今
後
の

参
考
に
し
ま
す
の
で
、
現
行
以
外

の
補
償
割
合
を
要
望
し
た
い
方

は
、
組
合
ま
で
連
絡
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

２
０
年
産
水
稲
共
済
金
の
支
払
い
を
、

一
筆
・
半
相
殺
方
式
は
１
２
月
１
７
日
、

全
相
殺
方
式
は
同
月
２
６
日
に
下
表
の
と

お
り
１
１
７
戸
へ
６
３
０
万
円
の
支
払
い

を
し
ま
し
た
。

２
０
年
産
水
稲
は
、
お
お
む
ね
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
１
２
月
９
日
に
東
北
農
政
局

岩
手
農
政
事
務
所
か
ら
公
表
さ
れ
た
と
お

り
、
組
合
管
内
の
作
況
指
数
は
「
１
０
０
」

の
平
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

管
内
の
一
部
で
い
も
ち
病
の
発
生
、
８
月

下
旬
の
低
温
に
よ
る
登
熟
不
良
や
鳥
獣
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

組
合
で
は
、
対
象
・
対
象
外
に
拘
わ
ら

ず
、
被
害
申
告
を
し
た
組
合
員
に
損
害
評

価
結
果
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
評
価
結

果
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
る
組
合
員
は

連
絡
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
連
絡
先

　
　

本　
　

所　

６
２̶

２
５
５
６

　
　

気
仙
支
所　

２
７̶

５
５
２
１

　
　

釜
石
支
所　

２
８̶

２
２
８
８

　

水
稲
共
済　

選
択
肢
の
拡
大
へ

　
　
　
　

加
入
方
式
の
増
幅
を
検
討

水
稲
共
済
金
１
１
６
戸
へ

６
３
０
万
円
の
支
払
い

一筆 半相殺 全相殺

戸数
（戸）

筆数
（筆）

面積
（a）

減収量
（kg）

支払共済金
（円）

戸数
（戸）

筆数
（筆）

面積
（a）

減収量
（kg）

支払共済金
（円）

戸数
（戸）

筆数
（筆）

面積
（a）

減収量
（kg）

支払共済金
（円）

住 田 町 10 24 138.1 1,466 321,054 2 10 67.9 879 192,501

大 船 渡 市 14 47 241.0 2,173 475,887 6 41 1,809 2,109 461,871

陸前高田市 28 66 609.7 4,369 956,811 11 27 177.3 1,169 256,011

遠 野 市 10 24 203.6 1,436 314,484 18 81 1,360.9 7,071 1,548,549 4 66 910.3 4,035 883,665

釜 石 市 3 9 109.6 1,455 318,645 8 39 258.9 2,190 479,610

大 槌 町 2 6 58.4 683 149,577 1 2 22.0 17 3,723

合 　 計 67 176 1,360.4 11,582 2,536,458 46 200 2,067.9 13,435 2,942,265 4 66 910.3 4,035 883,665

一 筆 方 式

半相殺方式

全相殺方式

品 質 方 式

一筆方式（７割補償）

半相殺方式（８割補償）

全相殺方式（９割補償）

品質方式（９割補償）

検
討
中

５割
６割
７割◎

６割
７割
８割◎

７割◎
８割◎
９割◎

７割◎
８割◎
９割◎

※◎は21年産以降規定予定。

メニュー現　行




